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〔論　　文〕

中国都市部における子供の数が女性の労働供給に与える影響

靳　　　　　璇

要　旨
本稿では，CFPS2018 の個票データを用いて，未就学児の数および 6 ～ 18 歳

の子供の数が中国都市部における既婚女性の就業確率，労働供給時間に与える
影響を分析した．その結果，未就学児の数は都市部女性の就業確率および労働
供給時間に負の影響を与えることが観察された．他方で 6 ～ 18 歳の子供の数は
就業確率，労働供給時間に正の影響をもたらすことが明らかとなった．この結
果から，学齢以上の子供数が増加した場合は，既婚女性は子育ての経済ニーズ
などから就労意欲が高くなる一方で，未就学児の数が増加した場合は，育児負
担から労働供給が抑制されることが分かった．その背景には保育園の整備不足
もある．中国都市部の既婚女性にとって，未就学児がいた上で就労を続けるこ
とが困難になっているとわかる．女性が就業継続しやすい環境を整備し，子育
て支援をより拡充することが不可欠といえよう．

1．はじめに

1979 年から始まった中国の「一人っ子政策」
は人口抑制を目指したものであったが，今日の
中国では急速な高齢化と若者の人口減少が懸念
されるようになった．少子高齢化が中国経済の
減速を招くという危機感から，将来の労働力を
確保しようと，中国政府は徐々に「一人っ子政
策」の規制を緩和している．2013 年 11 月の第
18 期中央委員会第 3 回全体会議において，夫
婦の一方が一人っ子であれば，二人までの子供
を出産できるという「単独二人っ子政策」がと
られ，2014 年 1 月から各省・自治区・直轄市
で順次実施された．さらに 2015 年 10 月の第
18 期中央委員会第 5 回全体会議においては，
すべての夫婦について二人目の子供の出産を認
める方針が示され，2016 年 1 月に全面的な「二
人っ子政策」が始められた．

こうした政策の実施によって，国家統計局の
「人口変動抽様調査」によれば，中国全体の第

1 子の出生数が徐々に低下する傾向がみられる
一方で，第 2 子の出生数が高まっている．2017
年になると第 2 子の出生数は 883 万人となり，
第1子の出生数724万人を上回るようになった．
このように，「二人っ子政策」の実施は第 2 子
の出生数および全体の出生数に占める第 2 子の
比率を明らかに増加させ，第 1 子の出生数の減
少の影響を大いに緩和させているといえる．し
かし，国際労働機関（ILO）の労働統計データ
によると，中国全体の女性労働力率が 2010 年
の 64％から 2020 年には 59％へと年々低下して
いることも示されている 1．高齢化による影響
に加えて，子育ての負担が女性の労働供給を抑
制することも労働力率の低下要因ではないかと
考えられる．

図 1 は，2010 年と 2020 年の人口センサスを
用いて，都市部における女性の就業率を年齢階
層別にみたものである．2010 年から 2020 年に
かけて 20 ～ 44 歳層の女性の就業率は若干下落
している一方で，45 － 54 歳層では若干上昇し
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ている．近年は都市部女性の定年退職年齢が
徐々に上がる傾向がある一方で，20 歳代後半
から 40 歳代前半までの女性については子育て
負担が増加しているのかもしれない．中国の女
性労働力率は世界平均を上回っているが，次節
で述べるとおり，出産する女性に対する保護は
十分とはいえず，「二人っ子政策」による子供
数の増加が女性の就業を抑制している可能性が
ある．実際のところ，使用者は妊娠・出産コス
トを意識して，雇用機会に男女差別があると指
摘されている（鄒 2017）．

本稿では，都市部において妊娠，出産，育児
を経ながら就労を望む女性労働者の保護拡充
と，子育て支援の拡充の意義を検証したい．都
市部と農村部の間には経済面および福祉面での
差は大きく，世帯構造，労働の方式や条件など
も相異点がある（劉 2008，童，宋 2016）．農
村部ではインフォーマルな形で働く女性も多い
が，都市部は雇用就業の女性が大多数を占める．
このため子供数の増加が都市部の女性の就業に
与える影響はより大きいと考えられる．した
がって，本稿は都市部の女性に限定して分析を
行う．具体的には，北京大学が実施した「中国
家 庭 動 態 追 跡 調 査（China Family Panel 
Studies, CFPS）」の個票データを用いて，未就
学幼児の数および 6 ～ 18 歳の子供の数が女性
の就業確率，労働供給時間に与える影響を明ら

かにする．CFPS は 2 年ごとに追跡調査が行わ
れるパネルデータであり，本研究は，2 人っ子
政策が定着したと考えられる 2018 年の横断面
データを利用し，都市部に住む 20 ～ 52 歳の既
婚女性を研究対象とする．

本稿の構成は以下のとおりである．第 2 節で
は先行研究を整理する．第 3 節では，モデルと
使用データ，使用変数について述べる．第 4 節
では実証分析による結果を提示する．そして，
第 5 節は結果のまとめと今後の研究課題につい
て述べる．

2．先行研究のレビュー

2．1　中国の女性就業に関する研究
中国では，1988 年から 2002 年にかけて，国

有企業の改革が進展した．その結果，雇用の過
剰感が増し失業者が増え，一部の女性労働者は
労働市場から退出せざるをえなかった（姚，譚 
2005）．一方で，市場経済化により賃金水準が
年々上昇するが，代替効果を所得効果が上回り，
既婚女性が家庭時間を増やした結果，女性労働
力率が減少した側面もある（呉 2015）．また女
性労働力率の減少は，家族規模が縮小したこと
によって子育ての担い手の減少と教育水準の向
上がもたらした結果であるとの見方もある（沈 
他 2012）．

図1　都市部女性の年齢階級別就業人口比率
資料：人口センサスのデータより筆者作成
注：就業人口 = 就業者+休業者
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一方で，中国女性の定年年齢が男性より早い
上に，年金を得られる年齢も女性が早いという
男女別定年制 2，および「一人っ子政策」の両
制度は，中国女性の就業継続に貢献していたと
いう見方もある（石塚 2014）．すなわち男女別
定年制により，女性は勤続年数が短くても年金
を受給できるので，50 歳までは仕事に参加し
ようとする意欲が高い．また「一人っ子政策」
により，女性が労働市場から退出する時間と回
数の不確実性が低くなることで企業の人的コス
トも低くなるというのである．

こうして労働市場における男女の雇用格差は
比較的小さかったのだが，「二人っ子政策」の
実施により，女性労働力は供給面からも企業の
需要面からも減少したことが指摘されている

（盛，童 2018）．一部の企業では，従業員を募
集する際に「男性限定」，「男性優先」といった
条件を掲げているとされる（頼 他 2017）．ま
た子供数が増えるとすれば，雇用主が負担する
出産手当が増加する可能性があり 3，女性従業
員の労働時間の短縮が予想されるため，雇用，
昇進の時に統計的差別が起こる（盛 2019）．し
かし，女性の労働環境の改善に対する社会的支
援は限定的である．出産手当の給付，医療保険
の強化 4，出産休暇と配偶者出産休暇の延長 5

などの支援が考えられるが，現在の政策は企業
に対する監督が乏しく，未就学児の保育を支援
する公共政策も不足している（張 2013，盛 2019）．

2．2　女性就業と子育てに関する研究
馬（2009）は CHIP1995，CHIP2002（Chinese 

Household Income Project Survey）と 1990 年
代に子供を持った者たちの個票データを用い
て，中国都市部女性の労働供給の規定要因を考
察した．そして，子供の有無や数が女性の労働
供給にもたらす影響は小さいことを指摘した．
しかし馬（2009）も市場経済の発展とともに，
幼い子供をもつことが女性の労働供給時間に与
える負の影響が大きくなるだろうと述べてい
る．また Liu（2012）は同じデータを使用した
上で，1995 年調査では子供の数は都市部女性

の就業率に有意な影響を与えていないこと，そ
して 2002 年においては 7 ～ 18 歳の子供数が増
加するほどむしろ女性の就業率が上昇する傾向
にあることを指摘している．

もっとも同じ時期を分析した張（2011）は，
CHNS2004，CHNS2006（China Health and 
Nutrition Survey）の個票データを使用し，第
1 子の性別を操作変数として推定した結果，外
生的な子供の増加は都市部女性の就業確率，労
働供給時間が低下すると示している．

最近の都市部の女性就業の研究としては，甘，
楊（2018）による CGSS2015（Chinese General 
Social Survey）の個票データを用いた研究が
ある．子供数が増えるほど労働力率は低下する
が，逆に 3 人以上の子供をもつ場合には女性の
週の労働時間が長くなると指摘した．

Tong and Gong（2020）は CFPS2016（China 
Family Panel Studies）の個票データを用いて，
子供の数が女性の労働参加にもたらす影響を検
討した．線形回帰モデルの推定結果によると，
子供の数と女性の労働参加率および労働時間の
間には U 字型の非線形関係が存在し，子供の
数が増加すると，女性の労働供給はまずは低く
なり，その後は上昇する．また第 1 子の性別を
操作変数とした probit 分析で推定した結果か
らは，子供数の外生的な増加は女性の労働力率
を大幅に低下させるとした．

どちらの時期についても，第 1 子の性別を操
作変数として子供の増加の影響をみたものはマ
イナスの影響を示した．だが，直接に子供数を
説明変数として分析に用いた場合については，
2000 年代前半は負の影響が少なく，最近になっ
て負の影響が大きいことを示した研究や，U 字
型の非線形関係を示した研究がある．

ここで，他国における女性就業と子育てに関
する研究を見ていこう．米国女性の離職と子供
の関係をみると，子供の存在により仕事を辞め
る確率が大きく傾向は弱く，特に高卒や大卒の
女性やシングルマザーの場合，子供の存在が離
職にもたらす影響は 90 年代から 2000 年代にか
けて急激に減少しているとした（Boushey 2008）．



20 中国都市部における子供の数が女性の労働供給に与える影響（靳璇）

一方で，ヨーロッパの場合，多くの国では子供
の数は女性の就業に負の効果をもつ．ただし欧
州各国で政策が異なるため，負の度合いは異な
る（Baranowska-Rataj and Matysiak 2016）．
また日本において，未就学児数は短時間就業者
の労働時間と負の相関をもち，長時間就業者の
労働時間と正の相関を持ってきた（永瀬 
1997a）．この結果は，一見不思議な結果である
が，日本においては，正社員とその他の労働市
場とでは労働市場が分かれているためにこうし
た結果が得られると説明がされている．すなわ
ち賃金率が高いが長時間労働が前提の正社員に
ついては，幼い子供がいても就業継続をする者
が一定数見られる一方で，パート労働者や自営
業者については，労働時間選択の自由度が高い
ために，幼い子供がいると労働時間が短くなる
としている（永瀬 1997b）．

このように先行研究を見ると，子供の数が女
性就業に与える影響は，統計がとられた時期や
地域によって異なることがわかる．したがって，
中国の経済成長や第 2 子出産規制の緩和に伴
い，都市部女性の労働供給に対する影響の要因
が変わっている可能性が高い．そこで本稿では

「二人っ子政策」が始まった後の調査である
CFPS2018 を用いて分析を進める．また子供の
年齢による影響も考慮し，未就学児の数と 6 ～
18 歳の子供の数がもたらす効果を比較する．
先行研究に習い，未就学児の数に対して期待す
る符号は負であり，6 ～ 18 歳の子供の数に対
して期待する符号は正である．

3．研究方法

3．1　理論的枠組み
労働供給量を測る尺度として，ひとつは就業

率あるいは労働力率があり，もうひとつは労働
時間を単位とした尺度がある．新古典派の労働
経済学理論により，所与の賃金率のもとで効用
を最大化するように供給者が労働時間を自由に
選択していると想定すると，労働時間と就業率
は密接に関連する．個々の労働者の就業選択は

市場賃金率と留保賃金によって決定され，市場
賃金率が留保賃金を上回ると就業が選択される
と考えられる．個人は効用最大化をするように
最適労働時間を選択する．しかし賃金率よりも
無差別曲線の財に対する時間の代替率が高けれ
ば，最適労働時間はゼロとなるだろう．

また，賃金率の上昇によって，人々が労働時
間を増やすかどうかは，所得効果と代替効果の
影響に依存するため，事前にはわからない．そ
の一方，余暇は正常財であると考えられるので，
個人の賃金率や嗜好が変わらない場合には自分
が働かないでも得られる所得が増えると，所得
効果によって個人の余暇需要が増加し，市場へ
の労働供給が減少すると考えられる．

3．2　推定モデル
推定は次の順序で行う．まず，都市部におけ

る既婚女性の  就業確率を推定する際に，2 項変
数プロビットモデルを構築する．推定式は次の
式で表す． 1 　（1）
（1）式において，就業している，就業してい

ないという 2 値変数を被説明変数 にする．i
番目の女性が就業している確率を 1 と
し，就業していない確率を 0 とする．

は未就学幼児の数，6 ～ 18 歳の子供の数な
どの説明変数である． は就業確率の分布関
数であり，標準正規分布に従う．

次に，労働供給時間を推定する際に，Heckman
（1974，1979），樋口（1991）を参考にして労働
時間を自由に選べるときの労働時間選択モデル
に従い，まずは賃金関数を推定し，そして賃金
関数によって計算した推定賃金を労働供給時間
関数に代入し，労働供給時間関数の推定分析を
行う．推定式は下記のとおりである．1  /    / 

（2）
（3）
（4）
（5）
（6）
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サンプル・セレクション・バイアスの問題を
修正するため，賃金関数の推定はヘックマンの
2 段階推定法を用いる．（2）式は就業確率を推
定するプロビット分析の推定式である．1 は女性が就業している確率， は各
説明変数， は標準正規分布関数である．（3）
式では第 2 段階の推定式を表す．賃金率の対数

を被説明変数とし， は説明変数となる．
そして / はセレクション修正項，

は標準正規密度関数， は誤差項である．
またヘックマンの 2 段階推定法による推定結果
と，サンプルセレクションを考慮しないモデル
で推定した結果とを比較考量するために，最小
二乗法により分析を行う．その推定式は（4）
式である．

労働供給時間関数の推定については，ヘック
マンの 2 段階推定法による推定式は（5）式で
表し，最小二乗法による推定式は（6）式である．
週労働時間を被説明変数 にする． は各説
明変数， は（3）式の賃金関数の推定結果
によって計算する推定賃金， は誤差項である．

3．3　データについて
2018 年中国家庭動態追跡調査（China Family 

Panel Studies, CFPS）の個票データを用いて
分析する．中国家庭動態追跡調査データは
2010 年から北京大学中国社会科学調査セン
ターが実施し，社会，経済，人口，教育，健康
の変化過程を反映することを目的として，2 年
ごとにフォローアップ調査が行われるパネル
データである．サンプルは中国本土の 25 の地
域をカバーしている．

本研究は「二人っ子政策」が実施された後で
ある 2018 年の横断面データを利用する．分析
対象は都市部において 20 ～ 52 歳の既婚女性で
ある 6．ここで，自営業者として働く女性に対
しては，個人の労働収入を聞いていないため，
分析から除外する．その結果，サンプルサイズ
は 2,963 となる．また説明変数に関して欠損値
がある者を除いた後は 2,752 となった．

3．4　変数の設定
本節では分析に利用する変数をまとめて説明

する｡
第一に，（1）式における就業確率の推定につ

いては，被説明変数 は就業状態であり，現在
の就業状態により「就業している＝ 1」，「就業
していない＝ 0」というダミー変数を作成する．
説明変数 は未就学児の数，6 ～ 18 歳の子供
の数，女性以外の世帯収入（世帯年収から女性
の年収を差し引くもの），年齢，最終学歴，民族，
戸籍，健康状態，地域である．その中で，未就
学児の数は 0 ～ 5 歳の子供の数によって作成す
る．幼い子どもの数が増えると育児の時間負担
が重いので，未就学児の数が既婚女性の就業確
率との関連は負と予測する．一方で，6 ～ 18
歳の子供が多いほど，母親は教育費など金銭収
入を嗜好するために働く可能性が高いと考え，
6 ～ 18 歳の子供の数が既婚女性の就業確率と
の関連は正と予測する．また，女性以外の世帯
年収は 1を加えた上で対数を取る．年齢は 20 ～
29 歳，30 ～ 39 歳，40 ～ 49 歳，50 歳以降に分
けてダミー変数を投入し，50 歳以降をベース
とする．最終学歴は小卒以下，中卒，高卒，短
大卒以上の 4 種に分けてそれぞれのダミー変数
を作成し，小卒以下をベースとする．民族は「漢
民族＝1」，「少数民族＝0」，戸籍は「都市戸籍＝
1」，「農村戸籍＝ 0」というダミー変数を作成
する．健康状態は「健康状態が良い＝ 1」，「健
康状態が良くない＝ 0」に設定する．地域は東
部，中部，西部に分けてそれぞれのダミー変数
を作成し，西部をベースとする．

第二に，賃金関数の推定については，（2）式
における第 1 段階推定の被説明変数 ，説明変
数 は就業確率の推定モデルと同様に設定して
いる．（3）式における第 2 段階推定の被説明変
数 は賃金率の自然対数であり，税引き後年
収と週労働時間によって求められた時間あたり
賃金率に 1 を加えた上で対数を取るものであ
る．説明変数 は教育年数，年齢，戸籍，フ
ルタイム勤務の経験である．フルタイム勤務の
経験については，フルタイム勤務の経験がある
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かという質問によって「フルタイム勤務の経験
がある=1」，「フルタイム勤務の経験がない =0」
のダミー変数を作る．

第三に，労働供給時間の推定について，（2）
式における第 1 段階推定の被説明変数 ，説明
変数 は就業確率の推定モデルと同様に設定し
ている．（5）式における第 2 段階推定の被説明
変数 は既婚女性の週労働時間であり，残業
時間を含めたものである．説明変数 は未就学
児の数，6 ～ 18 歳の子供の数，女性以外の世
帯収入，民族，健康状態，地域を投入する．未
就学児の数と労働供給時間の関連は負で，6 ～
18 歳の子供の数と労働供給時間の関連は正で
あると予測する．さらに，推定賃金率 は賃
金関数の推定結果から求めたものである．

4．分析結果

4．1　記述統計量，および子ども数の変化
標本の記述統計量は表 1 に示した．都市部に

おける既婚女性の就業率は 67％，週労働時間
の平均は 48 時間である．平均年収は 3.65 万元，
自分以外の世帯収入は 11.27 万元，配偶者の収
入は女性よりも高い傾向にあると考えられる．
そして，子供の数については，未就学児の数の
平均は 0.39 人，6 ～ 18 歳の子供の数の平均は
0.57 人である．分析対象者の平均年齢は 37.7
歳である．また，中卒以下の女性は約半分を占
め，都市戸籍をもつ女性の割合はわずか 46％
であることが示される．大量の人口が農村部か
ら都市部に移動しているため，都市部において
低学歴な女性も少なくないであろう．さらに，
居住地は，経済発展の条件に恵まれる東部地域
に住む割合が 48 % で最も高い．

次に，図 2 は，子供の数の分布の変化を示し
た．都市部に限定して，CFPS の初年度である
2010 年の横断面データを用いて計算した子ど
も数と2018年とを比較する7．都市部において，
1 人のみの子供をもつ女性が最も多く，2018 年
でも 55％を占める．しかし 2010 年と比較する
と，2018 年では 1 人のみの子供をもつ女性の

割合は 7％ポイントほど低くなっている．その
一方，で 2 人の子供をもつ女性の割合は 2010
年の 25％から 31％までへと上昇している．「一
人っ子政策」の下でも，第 1 子が障害者，少数
民族，帰国華僑などの場合は第 2 子の出産が認
められていた．なお，罰金，解雇などのペナル
ティを受けることで，2 人以上の子供をもつこ
とはできた．しかし「二人っ子政策」のもとで
は 2 人子どもを持つ者がより増えている．

続いて図 3 は，2010 年と 2018 年の 2 時点に
ついて，女性が持つ子供数を年齢階層別に比較
したものである．2018 年においては，20 代と
50 代の女性と比べると，30 代と 40 代の女性は
2 人子供を持つ比率が高い．特に 35 ～ 39 歳の
女性では，2 人子供をもつ女性の割合は 41.5％
に達する．一方，2010 年においては，2 人以上
の子供を持つ女性は 40 代と 50 代に高く，逆に
20 歳代，30 歳代は 1 人のみの子供を持つ割合
が高かった．「一人っ子政策」が始まったのが
1979 年であるため，2010 年に 50 歳代の女性は
この政策が始まる前に子供を持っていた者が含
まれる．一方，当時20代，30代の者はまさに「一
人っ子政策」により子供数が制限されたのであ
ろう．もう 1 つの変化は，2018 年では，20 代
の既婚女性の中で子供をもたない女性が 2 割を
超えることである．そして，20 ～ 24 歳層を除
く全ての年齢層において，子供をもたない女性
の割合が 2010 年よりも高くなっている．中国
は晩婚化・晩産化の傾向にあり，子供の出産年
齢が高くなっているためであろう．また，若年
層は貯金が少ないため，教育費の増加の中で子
育て費用の負担も重くなっているのであろう．

図 4 は 2018 年において，子供数別にみた就
業率，平均週労働時間を表すものである．未就
学児の数が増えるほど女性の就業率，週労働時
間とも低下する．一方で，6 ～ 18 歳の子供が
いる女性は，6 ～ 18 歳の子供がいない女性よ
りも就業率が高くなり，6 ～ 18 歳の子供数が
増えるほど週労働時間が増加する．これを考え
ると，未就学児数の増加は都市部女性の労働供
給を抑えるが，学齢以上の子供数の増加に伴い，
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女性の就業意欲が高くなるのであろう．

4．2　就業確率の推定結果
就業確率についての推定結果は表 2 に示して

いる．これはプロビット分析の限界効果の推定
結果である．まず，子供の数の影響については，

未就学児の数は統計的に有意な影響をもち，推
定係数の符号は負である．推計結果からわかる
のは，未就学児が 1 人増えると，女性の就業率
が12.5％ポイント下がることである．その一方，
6 ～ 18 歳の子供の数の係数は正で有意である．
6 ～ 18 歳の子供が 1 人増えると，女性の就業

図2　都市部の既婚女性の子供の数の分布
資料：CFPS2018，CFPS2010より筆者作成

表1　記述統計量

資料：CFPS2018より筆者作成
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率が 2.4％ポイント上昇する．二つの推定係数
の符号とも予想通りである．子供が幼いほど，
母親にとって時間的にも精神的にも育児の負担
感が重いので，未就学児の数が増えると都市部
女性の労働参加が抑制されるものと考えられ
る．しかし子供の数が多いほど，子育て費用の
増加による経済的負担が大きくなり，母親は収
入を増やすために仕事をする可能性が高くなる．

次に，女性以外の家族の収入が高いほど女性
が働く確率が有意に減少することが観察され

る．ここでは，所得効果によって，自分以外の
所得が増えれば女性の余暇需要が増加し，市場
への労働供給が減少したとみられる．年齢別に
見ると，50～52歳の既婚女性と比べると，30代，
40 代女性の就業確率がそれぞれ 10.8％ポイン
ト，15.9％ポイント高い．さらに，学歴の効果
について，小卒以下の学歴より，中卒，高卒，
短大卒以上の学歴があれば，都市部女性の就業
確率がそれぞれ7.2％ポイント，10.7％ポイント，
34.9％ポイント上昇する．短大卒以上の学歴が

図4　子供の数別就業率，平均週労働時間
資料：CFPS2018より筆者作成

図3　年齢階級別からみる子供数の分布
資料：CFPS2018，CFPS2010より筆者作成
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ある女性の就業確率が最も高い．
また，健康状態の効果に関しては，主観的健

康状態が良いほど働く確率が有意に上昇するこ
とが観察される．地域別に見れば，西部地域の
女性と比べれば，東部地域において既婚女性の
就業確率は 6.3％ポイント上昇する．東部や沿
岸部の発展地域では労働需要が高いく，仕事の
機会が大きいのだろう．

4．3　労働供給時間の推定結果
a　賃金関数

賃金関数の推定結果は表 3 に掲げられてい
る．左側はヘックマン 2 段階推定法による推定
結果，右側は最小二乗法による推定結果である．
表 4 を見ると，逆ミルズ比は負で有意であり，
サンプルセレクションを考慮しないモデルで推
定した結果が過大評価される可能性がある．そ
れではヘックマン 2 段階推定法を用いた推定結
果を説明する．

まず，教育年数は統計的に有意な影響をもち，

推定係数の符号は正である．教育年数が 1 年増
加すると，賃金率が 5.8％ポイント上昇する．
そして，フルタイム勤務の経験がある場合，既
婚女性の賃金率が 34.6％ポイント上がることが
示される．さらに，都市戸籍をもっていると賃
金率が 13.8％ポイント上昇する．都市部に居住
する者に関しては，都市戸籍を持つ者と，農村
から流入した雇用者との間の賃金格差が大きい
ことが分かる．しかしその一方で，年齢による
賃金への影響は統計的に有意ではない．

b　労働供給時間
労働供給時間の推定結果は表 4 に示した．左

側はヘックマン 2 段階推定法を用いて推定した
労働供給時間関数，右側は最小二乗法による推
定結果である．表 4 に示すように，逆ミルズ比
は正で有意であり，サンプルセレクションを考
慮しない場合，推定した結果が過小評価される
傾向にある．ここで，ヘックマン 2 段階推定法
による推定結果を説明する．

表2　就業確率の推定結果

注：＊＊＊，＊＊，＊は係数がそれぞれ1％，5％，10％の水準で統計的に有意なことを示す．
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興味深いのは子供が労働時間に与える影響で
ある．未就学児の増加が母親の労働時間を減ら
し，6 ～ 18 歳の子供の数の増加が労働時間を
増やすといった効果が見られる．それらの効果
は就業確率がもたらす効果と一致している．詳
しく見ると，未就学児が 1 人増えると，母親の
週労働時間は 2.5 時間低下する．やはり幼い子
供がいれば，母親にとって育児と仕事のバラン
スを取るのは困難なのであろう．一方，6 ～ 18
歳の子供が 1 人増えれば，母親の週労働時間は
1.6 時間増加する．都市部女性は育児負担と子
育ての経済的負担という二重の負担を負っている．

推定賃金の効果に関しては，推定賃金率の対
数値が 1 増加するほど，労働時間が 4.1 時間減
少する．賃金率の上昇による所得効果が代替効
果を上回ることが示される．1995 年と 2002 年
のデータを用いて，都市部女性の労働供給の規
定要因を分析した馬（2009）によると，都市部
女性は市場賃金率が高いほど労働時間は短いと
しており，これは今回の推定結果の傾向とも一
致している．

そのほか，女性以外の世帯収入が 1 単位増加
する週労働時間が 1.3 時間減少すること，健康
状態が良ければ，そうでなかった場合と比べて

表3　賃金関数の推定結果

注：＊＊＊，＊＊，＊は係数がそれぞれ1％，5％，10％の水準で統計的に有意なことを示す．

表4　労働供給時間の推定結果

注：＊＊＊，＊＊，＊は係数がそれぞれ1％，5％，10％の水準で統計的に有意なことを示す．
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労働供給時間が 2 時間長くなることが見受けら
れる．また地域別の影響について，西部地域に
おける女性をベースにすると，中部地域におい
て週労働時間が 2.1 時間増加し，東部地域にお
いて週労働時間が 3.1 時間増加する．東部地域
にいる場合，就業確率が最も高く，労働時間も
最も長いことが分かる．

4．4　子育て支援の必要性
上記の分析結果により，子供の増加による経

済的負担を軽減するために，既婚女性の就労意
欲が高くなる一方で，未就学児の増加は母親の
労働供給を抑制することが分かった．本節では，
都市部女性の就業継続に向けてより多くの子育
て支援の必要性があるかどうかを検討する．

まず，2020 年の第 7 回人口センサスのデー
タから，中国の平均家族世帯規模は 2010 年の
第 6 回人口センサスの 3.1 人から 2020 年の 2.62
人に減少したことがわかった．このように，世
帯規模は縮小し続けており，養育の機能，親の
扶養や介護の機能は徐々に弱まっている．しか
し，中国国家衛生健康委員会（2021）の報告に
よると，0 ～ 3 歳児向けの保育園への子どもの
入園率は 2016 年の 4.1％から 2020 年の 5.5％に
上昇したに過ぎない．上昇幅が小さいだけでな
く，わずか 5％の 0 ～ 3 歳児童しか保育園に入
園していないのである．その一方，保育サービ
ス需要がある家族は 3 割を超え（中国国家衛生
健康委員会 2022），需要と供給の間に大きな
ギャップがある．2015 年において，OECD 加
盟国の中で，3 歳未満で幼児教育を受け，保育
施設に在籍する子供の平均割合は 31％である

（経済協力機構（OECD） 2018）．それに比べ，
中国は大きく遅れをとっていることがわかる．

次に，3～6歳児向けの幼稚園については，「全
国教育事業発展統計公報」（中国教育部）によ
ると，全国の幼稚園数は 2011 年の 16.7 万所か
ら 2021 年の 29.5 万所に増加し，就学前 3 年の
粗入園率は 62.3％から 8.1％だけ上がって
70.4％となり，学齢期前教育の普及と発展が進
んでいる．しかし，幼稚園数の増加の内，大半

が私立幼稚園によって占められている．私立幼
稚園は地域的に不均衡である上に，一部は保育
料が低いが適切な環境が整っておらず，一部は
施設が整っているものの費用が高いことが指摘
されている （張 2013）．

以上の考察から，都市部における女性の就業継
続を促進するためには，保育サービスの充実や幼
稚園環境の整備が不可欠であると考えられる．

5．おわりに

本稿では，CFPS2018 の個票データを用いて，
中国都市部において，未就学児の数および 6 ～
18 歳の子供の数が既婚女性の就業確率，労働
供給時間に与える影響を考察した．分析の結果
をまとめると以下のとおりである．

第 1 に，未就学児の増加は女性の就業確率，
労働供給時間に負の影響を及ぼし，未就学児が
1 人増えると，母親の週労働時間は 2.5 時間低
下することが明らかになった．第 2 に，6 ～ 18
歳の子供が増えるほど，女性の就業確率及び労
働供給時間が有意に上昇する．6 ～ 18 歳の子
供が 1 人増えれば，週労働時間は 1.6 時間増加
することが分かった．未就学児数も，6 ～ 18
歳の子供数も，労働供給時間に対する効果は就
業確率の推定結果と同様である．

このことから，学齢以上の子供数の増加に伴
い，既婚女性は，経済ニーズからも，就労意欲
が高くなることが分かる．一方で，子供が幼い
ほど母親の育児負担が重く，未就学児の数が増
えると労働参加が抑制され，労働供給時間も低
下することが示された．1995 年，2002 年の研
究調査を行った馬（2019），Liu（2012）によれ
ば，当時は幼い子供がいることで，有配偶女性
の就業に有意な影響が及ぼされていなかった．
つまり，近年になって，都市部の既婚女性にとっ
て，育児と就労を両立させるのは困難になって
きたと言えるだろう．一方，中国では，3 歳未
満児童に対する保育園の供給が需要に対してき
わめて少ない．そして 3 ～ 6 歳児向けの幼稚園
に関して，私立幼稚園は地域的に不均衡な状態
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にあり，一部の幼稚園は教育の質を保障できな
いといった問題が存在する．出産制限の緩和に
伴い，保育面の需要は増加しつつあるため，保
育サービスの充実に関する政策的な取り組みが
望まれる．

最後に，本研究に残された課題を述べる．本
稿は子供の数が既婚女性の労働供給に与える影
響を考察する際に，主に女性個人の要因を説明
変数とし，夫の家事育児参加，親世代の介護・
支援といった世帯要因は考慮に入れていない．
今後，この点を含めてより詳細な分析を行う必
要がある．また，「二人っ子政策」による効果
については，パネルデータを活用して適切な分
析手法を模索し，政策効果を的確に把握するこ
とを今後の課題としたい．
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注
1 労働力率＝ 15 歳以上の人口に占める労働力人口（就

業者＋完全失業者）の割合
2 中国における定年退職年齢については，一般的に男

性は 60 歳，女性幹部は 55 歳，女性工人は 50 歳と定
められている．

3 企業には生育保険が義務付けられている．産休を取
得する女性社員に対しては，出産手当を出産保険基
金から受給する．出産手当金が出産前の平均賃金よ
り低い場合，企業はその差額を支給する．出産保険
に加入していない場合，会社が出産手当を支給する．

4 出産保険加入者は出産手当の給付を出産保険基金か
ら受けられる．金額は地方によって異なる．

5 国家が定める産休は 98 日間である．第二子を産むこ
と，多胎児を産むことなど，条件に見合う夫婦が出
産する場合，産休延長が認められ，延長期間は地域
によって異なる．配偶者の出産休暇については，国
は具体的な政策を策定せず，各省ごとに政策を策定
する．

6 0 ～ 52 歳の年齢範囲は，都市部の女性にとって最も
生産的な労働年齢とされている．また，この年齢層
は子育てや家庭生活と仕事のバランスを取らなけれ
ばならない時期をカバーできる．さらに，女性の定
年退職年齢は職位によって異なるため，本研究では
その間をとって 52 歳までを対象とする．

7 CFPS はパネル調査ではあるが，2010 年と 2018 年の
標本の平均年齢がほとんど変わらない．新しい家族
メンバーの加入により，追加サンプルの補充がなさ
れている．
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The Impact of the Number of Children on Women’s Labor Supply in Urban China

Jin Xuan

Summary

This paper uses the individual data from CFPS2018 to examine the impact of the number of  
preschool-aged children and the number of children aged 6-18 on the employment probability and 
labor supply hours of married women in urban areas. The results show that, the number of 
preschool children has a negative impact on the employment probability and the labor supply 
hours of urban women. At the same time, the number of children aged 6-18 has a positive impact 
on the probability of employment and the labor supply hours. These findings suggest that when 
the number of school-aged children increases, married women have a higher inclination to work 
due to economic needs for child-rearing, whereas an increase in the number of preschool-aged 
children suppresses labor supply due to the burdens of childcare. The lack of adequate childcare 
facilities plays a role in this dynamic. It becomes evident that for married women in urban China, 
continuing to work while having preschool-aged children is challenging. It is imperative to 
enhance the work environment for women, making it easier for them to continue employment 
and to expand support for child-rearing.
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